
事業概要 【長野県スマートハイランドデータ連携基盤構築事業】

実施地域 長野県全域 実施主体 長野県

事業概要 県民生活向上に資する県と小規模自治体を含む77市町村のデータを活用した新サービス創出を目指して、
県内各自治体等が個別にデータ（雨量、水位データ等）を取得・保有している現状を踏まえ、県内全77市町
村が活用できる「データ連携基盤」を県が構築し、県内自治体等からデータを収集する際に、この「データ連携基
盤」上で、データセットの標準化・統一化してデータ利活用を推進する。

取組内容 実施体制図

システム構成図

委託
（構築・運用）

※可能な市町村から連携開始

長野県ＤＸ戦略推進連携パートナー

長野県

長野県先端技術活用推進協議会
（県内77市町村＋10広域連合

＋1一部事務組合）

東京大学
あいおいニッセイ
同和損害保険(株)

開発ベンダー

 東京大学、あいおいニッセイ同和損保等との共同研究でのデータ活用を
きっかけとして、河川の水位・雨量等及び水力発電管理に資するデータ
連携を見据え、県内全77市町村が活用できる基盤を構築

 収集側でデータを統一できるデータ連携基盤を構築することで、市町村
や県庁の各業務担当課室で、データ連携・データ活用を体験し、関連シ
ステム・市町村等のデータセットの標準化の必要性を認識することで、デ
ータ利活用とEBPMを促進し、県民生活向上へ
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■関連事業全体の概要

水力発電

東京大学（芳村教授）

ため池

県民含む
広い一般

河川砂防情報
ステーション
（情報発信）
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TE-J(Today’s Earth Japan)
水災害予測システム
の研究にデータを活用
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研究成果の知見を活かし、
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携
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API 連携基盤を活用したデータ収集

県
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保有データ等

民間インフラ企業

河川・ダム以外の水位・
雨量や、他分野のデータ
も増やしていく

77市町村

データ利用可能

信州ITバレー推進協議会
（産学官からなる52団体）

※サービス創出に向けた検討の場づくり

共同研究

【別紙】




